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12 月定 例 議 会の内容をわかりやすくお伝えします。
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どうなる？どうする？ 御来屋漁港に観光施設



多
く
の
反
対
意
見
が

　

反
対
者
の
主
な
理
由
は
、
財
務

状
況
に
関
す
る
懸
念
、「
民
間
収

益
事
業
へ
の
公
共
施
設
建
設
」に

対
す
る
疑
問
、
公
募
プ
ロ
セ
ス
へ

の
信
頼
の
欠
如
な
ど
で
し
た
。

　

一
方
、
賛
成
者
か
ら
は
、
新
た

な
取
り
組
み
に
対
す
る
支
持
が

示
さ
れ
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
阻
害
し

て
は
な
ら
な
い
」と
い
う
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
6
人
、
反

対
8
人
と
い
う
表
決
に
よ
り
、
議

案
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
山
町
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
事
業

促
進
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
案
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

条
例
案
は
、
町
が
購
入
済
み
の
旧
か
な

お
商
店
跡
地
に
新
た
な
商
業
施
設「
大

山
町
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
事
業
促
進

施
設
」
を
建
設
し
、
そ
の
使
用
料
と
し

て
月
額
35
万
円
を
定
め
る
も
の
で
す
。

まちの

話題

まちの

話題
「まちの話題を募集します」　新しいお店情報や、おすすめスポットの紹介、地域のイベント情報など、みなさん

からの情報提供をお待ちしてます。

「大山町中学生議会～もっと暮らしやすいまちへ」　３月９日（土）、町内の「中学生議員」が実現したいことを

議会で提案します。大山チャンネルで生中継されます。

12月定例会 目玉政策  目玉政策  にに待った!!待った!!
アウトドアライフ事業条例案

大山町アウトドアライフ事業促進施設の設置及び管理条例
海の観光拠点整備事業の抜本的な

方向性の見直しを求める決議

立て続けに明らかになった不祥事
立て続けに明らかになった不祥事 機構改革条例案  異例の取り下げ!!

6対8
8対6

否決!!否決!!
可決!!可決!!

関連：常任委員会 P15・一般質問 P25

関連：特集 P4~P7，一般質問 P21

　

役
場
内
の
組
織
改
革
を
め
ざ

す
機
構
改
革
条
例
案
も
議
論
の

対
象
と
な
り
ま
し
た
。「
観
光
課
」

の
廃
止
と
「
商
工
経
済
課
」の
創

設
、「
企
画
課
」の
廃
止
と「
ま
ち
づ

く
り
課
」の
創
設
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

　

公
民
館
と
地
域
自
主
組
織
と

の
連
携
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
よ
っ

て
温
度
差
が
あ
る
と
い
う
意
見

も
出
ま
し
た
。

　

ま
た
、
野
口
議
員
は
、「
観
光
」

の
名
を
課
の
名
称
か
ら
完
全
に

外
す
こ
と
に
反
対
し
、
町
民
の
声

を
反
映
し
て
い
な
い
と
批
判
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
反
響
を
受
け
、
12
月

定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
条
例
案

は
、
異
例
の
事
態
と
し
て
取
り
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
10
月
か
ら

の
３
カ
月
で
行
政
運
営

と
し
て
は
あ
り
得
な
い

不
祥
事
が
立
て
続
け
に

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

議
会
内
で
も
全
員
協
議

会
や
本
会
議
で
議
論
さ

れ
ま
し
た
。

お
魚
セ
ン
タ
ー
建
て
替
え

が
き
っ
か
け

　

御
来
屋
漁
港
に
あ
る
お
魚
セ
ン

タ
ー
の
機
能
改
善
が
、
海
の
観
光
拠

点
整
備
事
業
の
見
直
し
を
促
す
契

機
と
な
り
ま
し
た
。
建
物
の
２
階
へ

の
ア
ク
セ
ス
改
善
の
必
要
性
を
含
む

多
く
の
声
が
上
が
り
、
こ
れ
に
応
じ

て
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
構
想
の
一
環

と
し
て
海
側
観
光
拠
点
の
整
備
計

画
が
進
行
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
検
討
委
員
会
で
は
早
期

に
、
魚
網
の
修
復
ス
ペ
ー
ス
不
足
や

漁
港
内
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
実
施

の
困
難
さ
が
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ

ま
し
た
。

見
直
し
を
求
め
る
決
議
が

可
決

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、
総
務

経
済
常
任
委
員
会
か
ら
行
政
と
検

討
委
員
会
に
対
し
、
海
の
観
光
拠
点

整
備
事
業
の
抜
本
的
な
見
直
し
を

求
め
る
決
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

12
月
定
例
会
で
の
採
決
は
賛
成

8
人
、
反
対
6
人
と
い
う
結
果
に
な

り
、こ
の
決
議
が
可
決
さ
れ
、
町
長
へ

の
意
見
と
し
て
議
会
か
ら
正
式
に

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

関連：質疑・討論 P9

消費税無申告

デマンドバス
登録期限切れ

有効期限切れ

温水メーター

交換修繕料

旧かなお商店旧かなお商店

御来屋漁港御来屋漁港
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特集：どうなる？どうする？御来屋漁港に観光施設

アウトドアライフ構想とは？

　大山町の基本理念「楽しさ自給率の高いまちへ」を実現するために、日本海から大山山頂までの豊かな自然

環境と、そのもとで育まれた文化・歴史・食などの資源を再認識し、アウトドアとライフをキーワードとして、あら

ゆる分野でアウトドア活用の視点を持った取り組みを推進する構想のことです。

　具体的には、レンタサイクル実証実験や、各種のアウトドアイベントなどがこれまで進められてきました。

海の観光拠点整備事業とは？

　大山町の山ばかりではなく海も生かした観光を推進しようということで、アウトドアライフ構想ができ、海側の観

光拠点がどうあるべきなのか、どのような施設が必要なのか、現在、検討委員会が立ち上げられ審議されています。 

何がきっかけ？

お魚センター改修にともなって

　御来屋漁港は、サザエの漁獲量で県内トップ

を誇り、県全体の漁獲量でも第2位を占めてい

ます。この地域の海の恵みを伝えるために、お

魚センターみくりやが設立されました。

　過去の議会では施設の利便性の向上が議論

され、特に2階にあるレストランへのアクセスと

1階の直売所の売り場面積の拡張が課題として

あげられました。これらの改善をめざして施設

の改修が検討され、それが海の観光拠点構想の

発端となりました。

サーフィンをしていますが、御来屋

などのエリアだとしてもお湯が出る場

所ができるとありがたいです。

　ただ、駐車場などの問題があるので、

サーファーが増えすぎる事は地元住民

にはあまり望ましくないと思います。

まだ知らない漁師が多

いです。観光に御来屋の漁

港を使うのは、みんな賛成

だと思いますが、アクティ

ビティなどは安全上、むず

かしいと思います。

　魚網は広げて修理する

ので、拠点は別の場所がい

いんじゃないでしょうか。

御来屋漁港は今、ハワイの方と

の交流で壁画などのアートで溢れ

ており、お魚センターにもウォール

ペイントがなされています。

　それらのアートを活用していた

だきたいと思い、委員会に参加し

ました。アートのまち御来屋がもっ

とたくさんの人たちに知られる

きっかけになるとうれしいです。

御来屋漁港御来屋漁港に に 観光施設観光施設がが
アウトドアライフ構想の一環でアウトドアライフ構想の一環で

～海の観光拠点整備事業～～海の観光拠点整備事業～

白紙にしては
という声も

海側の観光資源が

活用しきれていない

「大山の「大山の①①環境に配慮し、大山の環境に配慮し、大山の②②資源を活かした　資源を活かした　
③③アクティビティが楽しめるアクティビティが楽しめる④④持続可能な持続可能な⑤⑤観光地域づくり」観光地域づくり」

①環境に配慮①環境に配慮

持続可能な事業推進持続可能な事業推進

③アクティビティ③アクティビティ

アウトドアアクティビティ（自然・スポーツ）アウトドアアクティビティ（自然・スポーツ）

体験型アクティビティ（食・歴史・文化） 体験型アクティビティ（食・歴史・文化） 

④持続可能な④持続可能な

観光事業者が自立してもうける仕組みづくり観光事業者が自立してもうける仕組みづくり

⑤観光地域づくり⑤観光地域づくり

町全体を周遊する仕組みづくり町全体を周遊する仕組みづくり

②資源を活かした②資源を活かした

自然・歴史・食の魅力向上自然・歴史・食の魅力向上

漁師　灘本雄一さん漁師　灘本雄一さん 検討委員　今出恭子さん検討委員　今出恭子さん

サーフィンが縁で移住されたサーフィンが縁で移住された

西廼潤一さん秋香さんご夫婦西廼潤一さん秋香さんご夫婦

まちの

話題

まちの

話題
「大山おとなの研究部～発表会」　２月１７日（土）、今年度、社会教育の新たな試みとして「遊び×学び」をテーマ

に活動してきた「おとなの研究部」の成果が発表されます。

「中山公民館まつり」　２月２３日（金）～２５日（日）　会場：中山生活想像館

問合せ先：中山公民館（0858-58-2334）

テーマ

どうなる？どうなる？

どうする？どうする？

魚網の置き場は大丈夫？
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特集：どうなる？どうする？御来屋漁港に観光施設

海の観光拠点整備基本計画作成検討委員会

検討委員会で基本計画を策定!!
　令和 4 年 9 月に大山町の観光に携わる人や公募により選出された 16 人のメンバーで構成される検

討委員会がスタートしました。委員会では、アイデア出しから、導入予定の施設に関する検討、計画

の策定など、総計 6 回の会合を通じて協議が進められています。既に 5 回の会合が実施され、計画の

最終的な取りまとめに入っています。

基本
計画案

・情報発信スペース ・トイレ・シャワー・更衣室

・駐輪場・駐車場

・お魚センター鮮魚市場拡張

情報発信機能 アクティビティ機能

周辺条件面から必要な整備・レストラン

・イベント広場

滞在拠点機能

2022/9/1
start! 12/7

第 一 回 第 二 回 第 三 回 第 四 回 第 五 回 第 六 回

ア
イ
デ
ィ
ア
出
し

現
地
課
題
の
整
理

拠
点
施
設
の
方
向
性

導
入
施
設
の
方
向
性

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

業
者
決
定

導
入
施
設
の
方
向
性

計
画
概
要
検
討

基
本
計
画
案
の
提
示

基
本
計
画
案
を
合
議

し
決
定

いまココ

漁港での観光を協議

していくことはむずか

しい面が多かったです。

　計画をご存知の地元

住民さんが少なく、もっ

とみなさんの声が反映

されることが

望ましいです。

シーカヤックなどの

アクティビティができ

るのかと思いましたが、

できずに残念です。

　委員会に毎回出てい

ますが、何のための拠

点なのか、疑問です。 検討委員会  検討委員会  委員長委員長

多田憲一郎さん多田憲一郎さん

　検討委員　観光ガイド　検討委員　観光ガイド

杉崎元哉さん杉崎元哉さん

　

大
山
町
で
進
め
ら
れ
て
い
る
海

の
拠
点
構
想
に
つ
い
て
、
議
会
で

は
令
和
4
年
6
月
、
基
本
計
画
作

成
の
業
務
委
託
料
９
９
０
万
円
と

検
討
委
員
会
運
営
費
9
万
円
の
議

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

時
、
９
９
０
万
円
の
予
算
に
対
す

る
「
調
査
・
設
計
に
そ
の
額
が
必

要
か
」
と
い
う
反
対
意
見
が
出
さ

れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
か
ら
こ

の
金
額
を
削
除
す
る
修
正
案
が
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
賛
成
5
人
反
対

10
人
で
否
決
さ
れ
、
予
算
は
承
認

さ
れ
て
海
の
拠
点
事
業
は
進
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

検
討
委
員
会
初
会
合
で
は
、
漁

港
内
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
実

現
困
難
さ
が
初
期
段
階
で
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。
計
画
の
進
め
方
に
疑

問
を
持
つ
声
が
検
討
委
員
会
や
住

民
か
ら
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
受

け
て
、
総
務
経
済
常
任
委
員
会
か

ら
見
直
し
を
求
め
る
決
議
案
が
提

出
さ
れ
、
12
月
の
定
例
会
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
長
は
一
般
質
問
に
お

い
て
、
検
討
委
員
会
が
提
示
し
た

約
9
億
円
の
概
算
費
用
に
関
し

て
、
「
機
能
の
精
査
を
行
う
こ
と

で
、
費
用
が
半
減
す
る
可
能
性
が

あ
る
」
と
の
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

実
際
に
、
基
本
計
画
案
で
は
金
額

は
約
半
分
に
減
少
し
ま
し
た
。

　

基
本
計
画
策
定
の
９
９
０
万
円

に
つ
い
て
は
、
令
和
5
年
度
の
決

算
審
議
で
も
審
議
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
、
12
月
定
例
会
で
は
海
の

拠
点
に
つ
い
て
一
般
質
問
し
、
常

任
委
員
会
か
ら
の
決
議
案
も
副
委

員
長
と
し
て
提
案
し
ま
し
た
。

　

結
果
、
検
討
委
員
や
町
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
も
お
叱
り
を
受
け
る

面
も
あ
る
か
と
思
い
ま
し
た
が
、

温
か
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
本

当
に
取
り
上
げ
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
事
業
に
関

し
て
は
私
は
町
長
の
考
え
を
し
っ

か
り
把
握
し
、
そ
の
思
い
を
他
の

議
員
や
町
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
て

い
き
た
い
と
考
え
、
先
進
事
例
の

長
野
県
白
馬
村
へ
常
任
委
員
会
で

視
察
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
海
の
拠
点
や
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
コ
ー
ス
な
ど
、
計
画
段

階
や
そ
の
後
の
運
用
な
ど
非
常
に

甘
く
、
現
状
う
ま
く
い
っ
て
い
な

い
こ
と
が
残
念
に
思
い
ま
す
。

　

町
長
に
は
今
回
の
件
を
真し

ん

摯し

に

受
け
止
め
て
、
特
に
大
型
予
算
の

編
成
に
は
留
意
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

豊　

哲
也

住民説明会に参加された住民説明会に参加された

後藤洋次郎さん（御来屋）後藤洋次郎さん（御来屋）

　令和5年9月25日・26日、保健福祉センターな

わで住民説明会が2回行われました。参加者はそ

れぞれ26人と10人で、説明会でのご意見は以下

の通りです。

• 観光ありきでなく、まちづくりや地産地消の観点も

考えていただきたい。子どもが少なくなっている

のは遊ぶところがないから、子どもが安心して遊

べるまちづくりをしてもらい、町を愛して誇りを持

てるような施策を期待します。

• せっかく拠点として整備するのであれば、防災にも

使える拠点として整備するなど、コミュニティ機能

の強化もはかれる施設であれば良いと思います。

　御来屋の夕陽はきれ

いなので、営業時間を

夜もするなどして欲し

いです。

　住民説明会では、事

前に知っている情報が

少なかったので、あま

り深い話を聞くことが

できなかったのが残念。

参加者も少なかったの

でもっと事前に周知し

てほしかったです。

議
会
で
の
経
緯

住民説明会

まちの

話題

まちの

話題
「大山さんサンフェスタ」　 ３月２日（土）～３日（日）　会場：大山農村環境改善センター、大山農業者トレーニン

グセンター　問合せ先：大山公民館大山分館（0859-53-8139）

「名和公民館まつり～みんなでつなごう すてき なわ( ・　・ )～」　３月１０日（日）９時３０分～１５時

会場：保健福祉センターなわ　問合せ先：名和公民館（0859-54-2688）

配置施設配置施設 4億97004億9700万円万円
※第五回検討委員会では

９億３３００万円と提示され

たが、その後減額となった。

総務経済常任委員会で審議
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大山

トリビア

大山

トリビア
「トリビアとは」　雑学的な事柄や豆知識のことです。誰かに話してみたくなる、大山や地域のトリビア…

みなさんからの投稿も募集しています。

「豪円僧正」　豪円山の山頂には大山寺中興の祖と言われる豪円僧正のお地蔵さまが祀られていて、豪円山の由来

となっています。戦国時代を生きた豪円僧正は、焼き討ちされた延暦寺を再建し、後に大山寺の復興に尽力しました。

の

チェックチェックしますします

12月定例会

議

案
質討

疑論

条 例 案 質  疑
【
Q
】
観
光
課
が
な
く

な
り
、
商
工
経
済
課
へ

と
変
更
予
定
だ
が
、
な

ぜ
観
光
と
い
う
言
葉

を
外
し
た
の
か
。

【
A
】
今
後
は
、
こ
れ

ま
で
行
政
が
主
導
し

て
い
た
観
光
振
興
の

大
部
分
を
、
現
在
設

立
準
備
中
の
D
M
O

（
観
光
地
域
づ
く
り
法

人
）に
移
管
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

役
割
分
担
を
明
確

に
す
る
た
め
、
こ
の
名

称
に
し
た
。

企
画
課
を
ま
ち
づ
く
り
課
に
、
観
光
課
を
商
工

経
済
課
に
変
更
す
る
も
の
。

※「
課
の
名
称
変
更
に
つ
い
て
、
多
様
な
意
見
を

踏
ま
え
て
再
検
討
す
る
た
め
」と
し
て
議
会
最

終
日
に
議
案
が
撤
回
さ
れ
ま
し
た
。

機
構
改
革

補 正 予 算

補 正 予 算

質  疑

質  疑

【
Q
】
補
助
金
の
概
要
、
予

算
計
上
の
目
的
は
。
町
と

県
の
負
担
率
は
。
な
ぜ
第

１
次
、
２
次
募
集
で
手
あ

げ
を
し
な
か
っ
た
の
か
。

【
A
】
店
舗
不
足
の
地
域

に
お
い
て
、
食
料
品
を
中

心
と
し
た
生
活
必
需
品

を
扱
う
店
舗
の
改
修
費

用
に
対
す
る
支
援
を
行

う
。

　

補
助
額
の
上
限
は
５ 

０
０
万
円
で
町
の
負
担

は
な
く
、
県
が
半
分
を
補

助
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
名
和
地
区
で

は
、
店
舗
が
閉
店
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
補
助
の
申
請
は

行
わ
れ
な
か
っ
た
。

買
い
物
支
援

【
Q
】
運
転
業
務
委
託

の
契
約
期
間
は
。

　

委
託
料
の
増
額
が

必
要
と
判
明
し
た
の

は
い
つ
か
。

【
A
】
契
約
期
間
は
令

和
５
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
６
年
１
月
31

日
ま
で
。

　

実
際
の
業
務
内
容

に
応
じ
て
委
託
料
が

変
動
す
る
た
め
、
年

間
の
正
確
な
委
託
料

の
見
通
し
が
立
っ
た

後
に
補
正
予
算
を
計

上
し
た
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
委
託
料
の
増
額

【
Q
】
中
山
地
区
の
保
護

者
に
と
っ
て
は
、
不
公
平

な
調
整
と
な
る
の
で
は
な

い
か
。

【
A
】
入
学
の
負
担
と
な

る
も
の
を
制
服
だ
け
に
区

別
す
る
こ
と
な
く
一
律
に

贈
呈
す
る
こ
と
と
し
た
。

新
入
学
時
の
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
商
工
会

の
共
通
お
買
物
券
を
贈
呈
す
る
新
制
度
に
つ
い
て
、

制
服
購
入
費
助
成
と
一
本
化
す
る
こ
と
で
、
地
域
内
で

の
消
費
を
さ
ら
に
促
進
す
る
も
の
。
当
初
予
算
で
は
、

中
山
小
学
校
の
み
制
服
購
入
費
助
成
が
予
定
さ
れ
て

い
た
が
、
補
正
予
算
案
で
は
、
全
小
学
校
入
学
時
負

担
の
均
衡
を
は
か
る
た
め
、一
律
の
金
額
に
調
整
し
た
。

（
図
参
照
）

新
入
学
応
援
ギ
フ
ト

【
Q
】チ
ケ
ッ
ト
利
用
業

種
に
偏
り
は
な
い
の
か
。

【
A
】
小
売
業
の
利
用

が
多
い
が
、
新
規
利
用

に
も
つ
な
が
っ
た
り
し

て
い
る
。

物
価
高
騰
な
ど
に
よ
る
家
計
負
担
軽
減
と
、
地

域
活
性
化
の
た
め
。

だ
い
せ
ん
応
援
チ
ケ
ッ
ト

委
託
先
の
タ
ク
シ
ー
業
界
は
人
手
が
不
足
し
て

い
る
た
め
、
人
件
費
の
単
価
を
見
直
し
た
こ
と

に
よ
る
委
託
料
の
増
額
。

【
Q
】
国
・
県
の
支
援
と

合
わ
せ
て
の
支
援
だ

が
、
十
分
な
支
援
な
の

か
。

【
A
】
十
分
と
は
言
え

な
い
が
、
財
政
と
協
議

し
て
決
め
て
い
る
。

【
Q
】応
援
チ
ケ
ッ
ト
と

の
兼
ね
合
い
で
は
、
優

先
順
位
は
ど
う
判
断

し
て
い
る
か
。

【
A
】
政
策
的
な
判
断

に
よ
り
、
今
回
は
応
援

チ
ケ
ッ
ト
を
優
先
し

た
が
、
引
き
続
き
和
牛

繁
殖
農
家
の
支
援
は

検
討
し
た
い
。

和
牛
繁
殖
農
家
の
負
担
軽
減
の
一
部
を
支
援
す
る
。

和
子
牛
の
価
格
急
落
支
援

いつまで続くのか和子牛の価格安

運転手不足が課題に

新入学応援ギフトと制服助成について
制服購入費助成と新入学応援ギフトを、新入学応援ギフトに

一本化して、大山町商工会の共通お買物券として贈呈する。

当初予算では、制服のある中山小学校を対象として制服購

入費を積算していたが、全小学校入学時負担の均衡をはか

るため、一律の金額で再計算した。

新入学応援ギフト  842万円
小学生　＠30,000円×114人

中学生　＠40,000円×125人

制服購入費助成  732万円
小学生（中山小）＠19,000円×23人

中学生（男子）　＠50,000円×61人

　　　（女子）　＠60,000円×64人

当初予算

新入学応援ギフト  1574万円
小学生　＠40,000円×113人

中学生　＠90,000円×122人

制服購入費助成  
なし

（上記の新入学応援ギフトと一本化）

補正予算案

デマンドバス登録期限切れ

概 要

●デマンドバスは３年に一度の登録更
新が必要。

●令和５年９月30日の有効期限まで
に更新できず、満了日から無許可で
18日間営業。

●担当課のチェック機能が働かなかっ
たことが原因。

対応策

今後は、登録証を役場内の目立つとこ
ろに掲示し、課内で共有する。

消費税無申告

概 要

●索道事業特別会計において、平成
22年から消費税の無申告が判明。

●収入の９割を占める土地の賃借料
について非課税取引であるという
誤認識が原因。

対応策

本来納めるべき消費税を速やかに納
付。今後は、事務事業の引継ぎにおい
て、法務関係についても十分留意して
いく。

期限切れ温水メーター

概 要

●ナスパルタウンなどに設置してい
る温水メーター50件が、有効期限
超過のまま使用が判明。

●法令では温水メーターの有効期限
は８年間と定められている。

対応策

役場から利用者に対して謝罪し、速や
かに交換を実施。今後は、有効期限を
システム管理していく。

閉店したAコープ名和店（春にMマートが出店予定）

小
売
り
店
舗
が
不
足
し
て
い
る
地
域
で
、
空
き
店
舗

活
用
な
ど
に
取
り
組
む
事
業
者
を
、
県
と
連
携
し
支

援
す
る
も
の
。
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うっかりではすまされない！ ３つの不祥事
～10月20日臨時議会で執行部より説明のあった事故報告～
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大山

トリビア

大山

トリビア
「赤松荒神祭」　うるう年の早春、赤松集落では藁で作った長さ２５ｍほどの大蛇を担いで練り歩く荒神祭が行わ

れます。鳥取県の無形民俗文化財に指定されていて、今年は3月10日に開催されます。

「金龍山退休寺」　退休寺は1357年に玄翁大和尚が開山した、曹洞宗では山陰最古のお寺です。玄翁和尚が

「金づち」で『殺生石』を退治したというエピソードがあり、そこから「玄翁（げんのう）」という言葉が生まれています。

本会議 最終日本会議 最終日

白白熱熱討論討論
結果：可決　

賛成 13 人
反対 1 人

賛成

豊「一度立ち止まり、見直そう」

　残念ながら、御来屋漁港がスペース不足であり、本

来の目的であったアクティビティもできない状況だ。

検討会議もうまくいっていないようにみえる。一度立

ち止まって見直すべきだ。

賛成

西本「検討プロセスに違和感」

　検討委員会の進め方に違和感があ

る。検討委員会メンバーや地域の声

を聞くと、事業を問題視する声しか

聞こえてこない。検討のプロセスを

見直してほしい。

反対

杉谷「まだ検討の途中だ」

　検討委員会が開催中の段階で、議会の意見を出

すものではない。

反対

大杖「最終報告を待つべきだ」

　検討委員会から最終報告も上がってない状況で、

議会から口出しすることは横暴である。

反対

門脇「結論を誘導することになる。」

　検討委員会がまだ答えを出していないのに議会

が口を出すことは、結論を誘導することになる。

概要 御来屋漁港にて大山町アウトドアライフ構想の「海の拠点」

をつくる事業に関して、敷地内のスペース不足などの理由で

海側のアクティビティの実施が困難であるという報告を受け、

総務経済委員会は、事業の抜本的な方向性の見直しを求めた。

結果：可決　
賛成 8 人
反対 6 人

概要 物価高騰対策で、国からの予算をもとに、本町における支援

策をまとめた議案。

概要 2024 年４月から、平均 13％の水道料金の値上げを定める条

例改正案。

大山町水道事業の条例改正（水道料金の値上げ）

補正予算 （応援チケット、和子牛農家支援など）

決議案　海の観光拠点整備事業の抜本的な方向性の見直しを求める決議

結果：可決　
賛成 11 人
反対 3 人

反対

豊「優先順位の判断に疑問を感じる」

　応援チケットで町民全体に少しずつ配ることを優先

するのか、危機的な状況にある和子牛農家への支援を

するのか。その優先順位のつけ方に疑問を感じる。

反対

大森「タイミングが悪すぎる」

　物価高騰や保険料の引き上げなど

が重なり、家計が圧迫されているな

かで、今は水道料金の値上げをする

べきときではない。せめて 1 年間

は据え置きし、住民の理解を求める

べきではないか。

賛成

西本「一日でも早く支援を届けるべき」

　完ぺきな支援ではないが、１日でも早く支援を

待っている人がいる。

賛成

近藤「値上げはやむをえない」

　苦しい状況ではあるが、人口が減少するなかで、

少ない人数で費用を負担していくことを考えれば、

値上げもある程度はやむをえない。長期的にどう

していくのかは議論が必要だ。

ふるさとフォーラム中山ふれあい倶楽部の指定管理

反対

大杖「公募によって選定されるべき」

　友好館は、県外からの誘客もはかるべき

貴重な施設だ。運営には専門性が求められ

る。公募によって選定されるべきだ。

賛成

大杖「誘客の呼び水に」

　大山に新しいお店ができれば地域への誘客の呼び水

となりうる。著名なブランドと提携して誘客を進める

ことは大切だ。そのためには、ある程度の投資は必要だ。

賛成

門脇「失敗をおそれずに」

　大きなチャレンジだと感じる。失敗をおそれず、今

でないとできないことに取り組むべきだ。

賛成

大原「外部の企業を拒まずに」

　これまでも外部の企業の参入を拒んできた経緯があ

り、今の現状がある。活力を取り戻すためにもリスク

をおそれず、チャレンジするべきだ。

反対

近藤「町民のチャレンジこそが必要」

　行政のチャレンジではなく、町民のチャレンジこそ

が必要だ。

　行政が先走らず、住民の意見を取り入れて、やり方

を精査する余地がまだあるのでは。

反対

豊「財政的な懸念がある」

　公共施設としてつくれば、建物の維持費や修繕

費などもかかる。今後の町財政の見通しを考えれ

ば、危険なやり方だ。

反対

小谷「リスクの分担を」

　賑わいも必要であり、外の企業と提携すること

も大切だが、やり方に疑問がある。

　今回のように、直接地域への経済効果が見込め

ない誘致事業であれば、民間企業にも初期投資の

負担を求めて、行政と民間でリスクを分担するや

り方を検討するべきだ。

反対

西本「業者が決まっているのでは」

　あまりにも企業に有利な条件を、急いで決めて

いるようにみえる。もう特定の業者に決まってい

るのではないかという懸念が拭えない。また、地

域や住民を見ていないようにも感じる。誰の意見

をきいてどこをめざすのか理解ができない。

概要 大山寺エリアにアウトドアブランドを誘致する目的で、町が

施設をつくることに関連し、テナントの家賃などを定める条

例制定の議案。（関連記事 15 ページ）

結果：否決　
賛成６人
反対８人

大山町アウトドアライフ事業促進施設の設置及び管理に関する条例

結果：可決　
賛成 12 人
反対 2 人

概要 令和 6 年から 5 年間の期間で、友好館を

含むふるさとフォーラム中山について、地

域自主組織「楽しもなかやま」が指定管理

者となる
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大山

トリビア

大山

トリビア
「暗夜行路」　およそ百年前、小説の神様と言われた志賀直哉の代表作。物語のクライマックスでは、夜明けの大

山から眼下に広がるパノラマが写実的に描かれ、その描写は文学史上の白眉と言われています。

「唐王神社」　大山町唐王はスサノオの娘であり、オオクニヌシの妻であるスセリヒメが亡くなった地と言われて

います。オオクニヌシを一途に愛したスセリヒメ、唐王神社はそのスセリヒメを祀っています。

一目一目ででわかるわかる審議結果審議結果
○主な議案（賛否の分かれた議案など）

氏　　名

議　　案

小
谷
英
介

西
本
憲
人

豊
　
哲
也

島
田
一
恵

池
田
幸
恵

門
脇
輝
明

大
原
広
巳

大
杖
正
彦

大
森
正
治

杉
谷
洋
一

近
藤
大
介

吉
原
美
智
恵

岡
田
　
聰

野
口
俊
明

結
果

条例の制定

大山町アウトドアライフ事業促進施設の設置及び

管理に関する条例

大山寺エリアに、貸施設や共同トイレなどの設置およ

び管理に関する事項について定めるもの。

× × × × × ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○
否　決

（賛成6人）

指定管理

公の施設の指定管理者の指定

大山町ふるさとフォーラムなかやまふれあい倶楽部の

指定管理者を定めるもの。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○
可　決

（賛成12人）

補正予算

一般会計補正予算(第9号)

主な事業として①だいせん応援チケット発行事業(500

円券10枚)②物価高高騰対策低所得者世帯支援事業

(一世帯当り7万円)③畜産経営緊急救済事業補助金(和

子牛価格の急落などによる経営悪化に苦しむ和牛繁殖

農家を支援)④各小中学校施設環境改善事業(防犯カメ

ラ・照明設備・空調設備などの更新事業)

× ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
可　決

（賛成11人）

発議案　※発議案とは…議員または委員会が条例の改正、意見書などを議会に提出した議案。

パンデミック条約締結及び国際保健規則改正に係る

情報開示を求める意見書
○ ○ ○ × × × × × × × ○ × × ×

否　決
（賛成4人）

決議案

海の観光拠点整備事業の抜本的な方向性の見直し

を求める決議(総務経済常任委員会より提出)

より限定的かつ効果的な事業となるように「お魚セン

ターみくりや」の改修のみを実施する案も含め、抜本的

な方向性の見直しについて検討することを強く求める

決議。

○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○
可　決

（賛成8人）

○は賛成、×は反対あるいは保留

10月臨時会・・・補正予算(3件)、教育委員の任命(1件)

11月臨時会・・・条例改正(4件)、損害賠償の額を定める案件(1件)、補正予算(8件)

12月定例会・・・条例制定及び改正(9件)、指定管理者指定(1件)、補正予算(9件)、人権擁護委員の推薦(1件)、陳情(1件)、発議(1件)

議案などの採決は、米本隆記議長を除く14人で行います。

○その他の可決した議案

10月臨時会

11月臨時会

12月定例会
発議案審査　陳情審査発議案審査　陳情審査

発
議
案
審
査

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
締
結
及
び
国
際
保
健

規
則
改
正
に
関
わ
る
情
報
開
示
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

討  

論

門
脇
議
員 

反
対

　

内
容
の
公
開
は
、
政
府
が
条
約
を
締
結
す
る
段
階
で

正
式
に
公
開
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
確
認
し
た
上
で
、

本
町
議
会
と
し
て
必
要
が
あ
れ
ば
、
批
准
反
対
や
条
約

か
ら
の
離
脱
な
ど
の
意
見
書
を
、
そ
の
時
点
で
提
出
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

西
本
議
員 

賛
成

　

ワ
ク
チ
ン
を
打
ち
た
く
な
い
と
い
う
人
も
い
る
。
こ

こ
に
も
強
制
力
が
発
生
し
か
ね
な
い
と
い
う
懸
念
が
あ

り
、
ち
ゃ
ん
と
情
報
公
開
し
た
ら
ど
う
で
す
か
と
い
う

の
が
、
今
回
の
発
議
案
だ
。

岡
田
議
員 

反
対

　

あ
る
程
度
各
国
の
私
権
に
制
約
は
お
よ
ぶ
が
、
世
界

的
に
統
一
し
た
対
策
を
と
ら
な
け
れ
ば
、
や
は
り
感
染

症
の
蔓
延
は
防
ぐ
の
が
む
ず
か
し
い
と
考
え
る
。

(

提
出
理
由)

　

令
和
６
年
５
月
の

W
H
O
（
世
界
保
健
機
関
）

総
会
に
改
正
案
の
提
出
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

（
中
略
）
、
加
盟
国
の
政
府
の
判
断
がW

H
O

の

勧
告
に
拘
束
さ
れ
、
保
健
政
策
に
関
す
る
国
家

主
権
の
侵
害
と
な
り
、
基
本
的
人
権
や
国
民
生

活
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。
よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
次
の
事
項

を
実
施
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

１
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
の
草
案
及
び
国
際
保

健
規
則
の
改
正
案
に
関
す
る
協
議
内
容
や
国

民
生
活
へ
の
影
響
を
、
分
か
り
や
す
く
国
民

に
周
知
す
る
こ
と
。

２
、
議
員
、
有
識
者
、
一
般
国
民
か
ら
意
見
を

徴
収
す
る
手
続
き
を
早
期
に
開
始
す
る
こ
と
。

(

提
出
者)

豊　

哲
也
議
員

(

賛
成
者)

西
本
憲
人
議
員

題名・提出者
本会議の
採決結果

担当委員会の主な意見

「子どものために保育士配置基準

の引き上げと、労働条件改善によ

る保育士の増員とさらなる賃金引

き上げを求める意見書」の提出を

求める陳情書

鳥取の保育を考える会

会長　石井由加利

採択
全会一致

　本議会では過去にも同趣旨の陳情を採択している。

本町は独自事業として、陳情書に記載されている国の「こ

ども未来戦略方針」を上回る保育士の配置を行なってい

るが、国の配置基準が本町の配置に近づくことは望むと

ころである。

　また、保育士の労働条件改善は、不足する保育士を確

保し保育環境を向上する上で必要である。

❶「こども未来戦略」に示した配置基準

以上の改善を速やかに実施すること。

❷配置基準の改善は、対象が限定される

公定価格での加算対応ではなく、基準

の改定で実施すること。

❸国際的な水準を踏まえ、さらなる配置基準の引き

上げに着手すること。

❹保育士不足の状況を鑑み、各職場で増員がはかれる

ようにするために、保育士等の賃金を引き上げるこ

とをはじめとした労働条件の改善措置をとること。

提出した

意見書の

概要

採
決
結
果
：
賛
成
４
人

反
対
10
人

否 

決
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まちの

話題

まちの

話題
「映画 生きる」　大川小学校 津波裁判を闘った人たちのドキュメンタリーを、なかやま温泉で上映。2月17日

（土）午前10時／午後2時、大人１０００円、中学生以下５００円。　主催：ええがな大山実行委員会（0858-49-3330）

「海ノ民話アニメーション」　海と深く関わる日本の「地域の誇り」を語り継ぐ、日本財団が推進するプロジェクト

に、「大山の阿弥陀さま」が採用されました。作品はインターネットで見ることができます。

水道課   ４月から値上げ（令和６年度〜）総合戦略課  アウトドアライフ事業促進施設の整備

なぜ上がる、水道料金アウトドアブランドの誘致、
地域への経済効果は？

予 算

3億円
（設計・建設費）

値上げの背景

◎人口減少や節水機器の普及など水需

要の減少にともない料金収入が減少。

◎水道施設の経年による老朽化が進み、

施設更新が必要。

どのくらい上がるの？

◎平均 13％の値上げで使用量によっ

て値上げ幅は変わる。

水道料金決定の原則

◎公正妥当であること

◎独立採算

　…水道法、地方公営企業法などから

【問】３年単位で料金を算定する理由は ?

【答】水道法で料金算定期間は 3 ～ 5 年が妥当とされており、3 年間とした。

【問】令和９年度以降、また値上げが必要になるのでは。

【答】現時点で、そこまで踏み込んだ見通しは立てていない。

質疑応答

子どもの成長とともに洗

濯など、水の使用量が増

えます。公共料金の値上

げもある中、さらに水道

料金までの値上げはこら

えてほしいな。

高見 晴美さん高見 晴美さん

（塩津）（塩津）

町民の声

　今回の水道料金の改定に当たっては、令和5年４月に町民

代表や有識者による水道料金審議会が設置され、６回の審

議を経て出された改定案を受け決定しました。

　人口減少が進めば、今後も水道料金の値上げが心配され

ます。別会計になっている山間部の開拓専用水道の維持管理

など、本町の水道インフラの課題は重く、よりよい公共サー

ビスのため、議会として引き続きチェックしていきます。

委 員 会 まとめ

例

５人家族で月に 28㎥使用すると

《現在》 3,960円

《４月から》44,,549549円円

約600円の

値上げ

【問】テナントとの契約期間は

どれくらいか。

【答】最長で 5 年とするが、更

新はありとする。

【問】家賃 35 万円の根拠はな

にか。

【答】米子市など地域の家賃相

場を踏まえて、町負担の

建設費を 50 年で回収で

きる金額に設定した。

質疑応答

どんな事業?

　大山寺の旧かなお商店の建物を、町

が買い取り、解体したうえで、アウトド

アブランドのショップを誘致するための

公共施設をつくる。テナント1 社を公

募する計画。家賃は月 35 万円。

期待する成果は？

　アウトドアショップで賑わいを創出す

るほか、誘致企業のブランドを活用して

地域への誘客の仕掛けをつくる。

町の負担は？

　設計・建設費 3 億円のほか、公共施

設として、トイレの清掃やエレベーター

など共用部分の維持管理は町が行う。

　また、施設の修繕費や、将来的な施

設解体費は町が負担する。地域活性化

事業債を活用するため建設費の 27%

は、国からの支援を見込む。

総務経済常任委員会 教育民生常任委員会常 任 委 員 会 の活動レポート 12月定例会
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アウトドア

ブランド

事業者（1社）

大山町

役場

公募・選定

家賃支払

（35万円/月）

出店

管理・修繕

公共施設（新設）

アウトドア

関連

ショップ

公
衆
ト
イ
レ
な
ど

共
有
ス
ペ
ー
ス

旧かなお商店 跡地

（大山寺地区）
・ 土地建物購入（980万円）

・ 旧建物解体（3498万円）

・ 新施設建設（3億円）

アウトドアショップ誘致

稼ぎの多くは地域外に流出するのでは？

大部分の稼ぎは

地域外へ流出する

利益 利益

光熱費 光熱費

家賃 家賃

人件費 人件費

仕 入
平均7割

仕 入
平均7割

対 比

地域外へ

地域内へ 地域内へ

地域内へ

地域外へ 地域外へ

地域内へ 地域内へ

地域内へ地域外へ

大部分の稼ぎは

地域内にとどまる

アウトドアショップ 道の駅
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大山町のまちづくりは？

大山町の人口は、毎年200人から250人ずつ減

少しています。このままでは、20年先には1万人

を割り込むことも予想されます。今後の人口減少

後の社会に適応し、住みよいまちをつくるため、

３つのテーマに分けて、具体策を話し合いました。

吉原議員

岡田議員
門脇議員

島田議員

米本議長

人口減少 における議員討論会ダイジェスト

⬅動画視聴は

　こちらへ！

まとめ
若い女性だけでなく、多くの移住希望者に空

き家を活用してもらうことは、農村集落の活

性化につながります。管理の良い空き家の登

録につながるような取り組みを引き続き進め

ていくことが重要です。

また、定住促進のためにも、

魅力ある企業を誘致できる

よう、議会としても積極的

に取り組んでいきます。

地域のために若い女性を利用しようというおじさんの

発想はいけない。女性の気持ちに寄り添い、まずは地

域のおじさん側が意識を変えるべきだ。

企業誘致や起業促進を進めて、若い人が地域に帰

りたくなるような魅力ある職場環境をつくることが

大切だ。Uターンした人には行政がお金をあげても

良いのでは。

男女関係なく、皆が戻ってきたい地元をつくる

べきだ。楽しいコミュニティをつくり、人と人

の心をつなぎとめるのが大切だ。
危険家屋だらけのまちになる前に、空き家

の登録をいかに増やせるかが大事だ。管理

の良い空き家を賃貸した場合に固定資産税

を免除する条例を創設するべきだ。

大山町の空き家に住みたいという人は多い

が、空き家がどれくらいあるのか把握できて

いないのが課題だ。まずは全戸調査を終わ

らせることが先決だ。

魅力ある企業誘致は大事だが、そのなかでも、漁業

や農業など、地場産業と結びついた企業を誘致で

きれば、地域も発展し、魅力的なまちになるはずだ。

空き家の所有者と利用希望者をマッチング

させることが大切だ。それぞれの悩みに対

応する移住交流サテライトセンターの体制

をさらに拡充すべきではないか。

若い女性が出ていくのは大学進学のときが一番多いの

では。奨学金制度をつくり、町内に帰ってきて就職した

ら返済免除という制度が必要だ。

集落の中にあるような管理の悪い空き家は、

そのままにしておくと利用できない。新たな

家を建てられるように、撤去費用の補助をし

ていくべきだ。

地域の小中学校のOBが集まって、地域のことを話し合う

場を増やすべきだ。話し合いをきっかけに、地元に帰って

農業や起業をしようとする人を増やせるのではないか。

杉谷議員

池田議員

小谷議員

近藤議員

豊議員

大森議員

企業誘致は企業と地域のマッチングだ。魅力的な

企業に進出してもらうには、地域側にも魅力がな

ければならない。まずは地場の企業の支援・育成が

必要だ。

西本議員

統計データによると、町外への人口流出が多

いのは、20代前半の女性だ。就職などを機に

町外へ出ていく。その人たちのニーズにあっ

た魅力的な職場環境を町内に整えるべきだ。

西本議員

企業誘致

空き家活用 若い女性が住みたいまち

解説

空き家の利用促進をはかる

税条例案について

大山町役場の職員が、政策コンテストで提

案したアイデア。

空き家バンクに登録した物件を賃貸した場

合に、固定資産税を免除する条例案。

不足している空き家登録を促す効果が期待

できる。

まちの

話題

まちの

話題
「てんぐちゃんのちいさなおはなし会」　２月１７日（土）１１：００～１１：３０　会場：町立図書館大山分館（0859-

53-3003）　紙芝居や絵本など楽しいお話がいっぱいです。

「大山学アカデミー あなたが知らない国信神社（第1回）」　国信神社の歴史や、歌舞伎化粧の奴（やっこ）

が行列する神幸祭のことなどを学習します。２月１4日（水）　会場：大山公民館（0859-53-3003）
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　１１月後半、希望があった５集落（御来屋10区、赤松、坊領、小竹、内蔵）と、

かあら山（高麗地区自主組織）に出向いて、議員と語る会を行いました。

　今後も地域の課題など住民のみなさんと話し合う機会を作っていきます。

「語る会」をご希望の集落、団体は議会事務局にご相談下さい。

あ
な
た
の

あ
な
た
の
声声
が
町
を
動
か
す

が
町
を
動
か
す

議
員
と

語
る
会

高齢者世帯は

心配なことが

多いです

議員さん

しっかり

がんばって

普段出会えない議

員の方の考えも聞

くことができまし

た。とても良かった

です。

日中、区内の集会

所での開催だった

ので高齢者も参加

しやすくて良かっ

たです。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
へ
の

　
対
応
は

町長

実
行
委
員
会
で

　
　
決
定
さ
れ
る

生涯現役に向けて

【
吉
原
】 

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

は
高
齢
者
を
中
心
と
し
た

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
健
康

の
総
合
的
祭
典
で
あ
る
。

　

リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て
訪

れ
て
も
ら
え
る
地
域
の
魅

力
発
信
は
。

【
町
長
】 

取
り
組
み
は
実
行

委
員
会
で
決
定
さ
れ
、
行

政
と
し
て
は
、
観
光
体
験

メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
や
、
町
観

光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
内
の
交
流
大

会
で
の
観
光
案
内
ブ
ー
ス

の
設
置
、
特
産
品
販
売
を

予
定
し
て
い
る
。

【
吉
原
】 

海
幸
・
山
幸
の
郷

土
グ
ル
メ
の
開
発
は
。

【
町
長
】 

本
町
の
食
材
を

使
っ
た
郷
土
グ
ル
メ
を
楽

し
ん
で
も
ら
う
。

　

事
業
者
に
向
け
て
は
、

支
援
制
度
を
活
用
し
た
新

商
品
開
発
も
呼
び
か
け
る
。

【
吉
原
】 

本
番
に
向
け
た
周

知
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募

集
方
法
や
活
用
内
容
は
。

【
教
育
長
】 

本
町
に
大
会
参

加
者
が
集
ま
る
の
で
、
Ｐ

Ｒ
す
る
良
い
機
会
と
考
え

て
い
る
。
町
民
の
理
解
と

温
か
い
歓
迎
の
準
備
の
取

り
組
み
を
進
め
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
は
、

広
報
だ
い
せ
ん
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
の
公
募
を
考

え
て
い
る
。
中
学
生
に
は
、

学
校
を
通
し
て
募
集
予
定

で
あ
る
。

吉吉
よしよし

原原
はらはら

美美
みみ

智智
ちち

恵恵
ええ

 議員 議員

13人が町長・教育長に

一般質問を行いました。

ページ 質　問　事　項 質問議員

19 １．「ねんりんピック」への準備と対応は 吉原美智恵

20

１．安心・安全に暮らせる町は 杉谷　洋一

１．本町の英語教育について

２．敬老事業について町全体の敬老会の復活を
大杖　正彦

21
１．これからの中山間地における農業は 池田　幸恵

１．海の観光拠点整備事業と観光戦略について 豊　　哲也

22

１．小学校にイマージョン教育導入予定は

２．学校や保育園の維持管理の方法は
西本　憲人

１．大山町の未来について

２．これからの社会教育 
近藤　大介

23

１．地域活性化施策で町に賑わいを 岡田　　聰

１．認知症家庭への実態に基づく支援を

２．新規起業者の育成施策は

３．政府の総合経済対策への対応を早く

門脇　輝明

24
１．住民の声をどう生かしているのか 野口　俊明

１．中山間地域等直接支払制度の課題について 大原　広巳

25

１．持続可能な官民連携のあり方とは 小谷　英介

１．水道料金値上げは住民合意を得て

２．保育士（会計年度任用職員）の待遇改善を
大森　正治

◆一般質問とは

議員の日常活動と調査

研究、住民の声や自身

の考え方をもとに、町

長や教育長などの方

針を問うものです。

お持ちのスマホやタブレットから、QR

コードを読み込むと、各議員の質問

をYouTube動画でご視聴いただけ

ます。

議事録は議会事務局や議会ホーム

ページで閲覧できます。

一般
質問

こんな声がありました

岩波宏承さん（御来屋 10 区）岩波宏承さん（御来屋 10 区）大森慧子さん（坊領）大森慧子さん（坊領）

参加者の感想

尾高のＡコープがなくな

ると、町指定ゴミ袋を買う

のが不便になる。（赤松集落）

ナフコ米子東店、ローソ

ン大高店でも取り扱って

もらえるようになりました。

振込詐欺防止のため、対策

機能付きの電話購入に補

助してはどうか。（坊領集落）

議員も一般質問し、検

討されることになりま

した。（関連20ページ）

空き家対策、危険家屋対

策を進めてほしい。

（御来屋１０区、小竹集落）

議会内でも継続的に議

論し、行政とともに対策

を進めていきます。

まちの

話題
「焼肉　稲葉」　大山口駅前、旧合銀大山支店跡に焼肉店がオープン。一押しメニューのツラミマウンテン（1300

円）、〆のラーメン（490円）などが好評。営業時間17時～22時（LO21時30分）　定休日：火曜日
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動画はQRコードからどうぞ

大
山
町
の

　
生
徒
の
英
語
力
は

教育長

県
の
平
均
を

　
大
き
く
上
回
っ
て
い
る

英検にチャレンジ

【
大
杖
】 

文
部
科
学
省
が

発
表
し
た
「
英
語
教
育
実

施
状
況
調
査
」
の
結
果
に

よ
る
と
、
鳥
取
県
の
中
学

３
年
生
の
英
語
力
は
全
国

で
下
か
ら
二
番
目
だ
っ
た
。

　

町
内
の
中
学
生
の
英
語

力
の
現
状
は
ど
う
か
。

【
教
育
長
】 

大
山
町
の
中

学
3
年
生
の
英
検
3
級
以

上
の
合
格
率
は
52
・
3
％
、

準
2
級
の
合
格
率
は
21
・

7
％
だ
っ
た
。

　

い
ず
れ
も
県
平
均
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
る
。

【
大
杖
】 

本
町
が
実
施
し
て

い
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会

話
」
や
「
外
国
語
指
導
助

手
の
全
校
配
置
」
な
ど
の

成
果
は
ど
う
か
。

【
教
育
長
】 「
話
す
」
領
域

の
テ
ス
ト
で
全
国
平
均
を

上
回
っ
た
こ
と
は
、
取
り

組
み
の
成
果
と
考
え
て
い

る
。

【
大
杖
】 

英
語
教
育
の
必
要

性
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

【
教
育
長
】 

国
際
化
の
中
で

生
き
抜
く
た
め
に
は
、
英

語
力
は
必
要
不
可
欠
だ
。

大大
おおおお

杖杖
つえつえ

正正
まさまさ

彦彦
ひこひこ

 議員 議員

防
犯
強
化
で
安
全
安
心
に

　
暮
ら
せ
る
町
は

町長

防
犯
の

　
環
境
整
備
を
進
め
る

番号表示で防犯対策

【
杉
谷
】 

犯
罪
を
起
こ
り
に

く
く
す
る
た
め
の
環
境
整

備
と
し
て
町
の
公
共
施
設

や
集
落
の
集
会
所
な
ど
へ

の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
は
。

【
町
長
】 

学
校
以
外
に
は
設

置
は
な
い
が
、
主
な
施
設

に
は
警
備
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
い
る
。

　

集
落
の
集
会
所
な
ど
へ

の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、

集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
補

助
金
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

【
杉
谷
】 

特
殊
詐
欺
対
策

で
高
齢
者
宅
に
ナ
ン
バ
ー

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
機
能
付
、

録
音
装
置
電
話
機
の
購

入
補
助
や
啓
発
用
防
犯
ス

テ
ッ
カ
ー
の
作
成
は
。

【
町
長
】 

消
費
者
安
全
確
保

地
域
協
議
会
を
立
ち
上
げ

て
電
話
機
の
購
入
補
助
や

啓
発
活
動
に
取
り
組
む
。

【
杉
谷
】 

子
ど
も
た
ち
の

安
全
安
心
の
確
保
の
た
め
、

犯
罪
予
防
を
考
慮
し
た
学

校
な
ど
の
環
境
整
備
は
。

【
教
育
長
】 

学
校
や
通
学
路

の
安
全
対
策
は
、
青
少
年

育
成
町
民
会
議
や
指
導
委

員
会
な
ど
で
取
り
組
ん
で

お
り
、
小
中
学
校
に
防
犯

カ
メ
ラ
な
ど
を
設
置
し
て

い
る
。

【
杉
谷
】 

今
後
の
犯
罪
抑
止

に
対
す
る
考
え
は
。

【
町
長
】 

街
路
灯
な
ど
を
順

次
整
備
し
な
が
ら
、
防
犯

の
環
境
整
備
を
進
め
る
。 杉杉

すぎすぎ

谷谷
たにたに

洋洋
ようよう

一一
いちいち

 議員 議員

海
の
観
光
拠
点

　
整
備
事
業
を
見
直
し
て
は

町長

検
討
委
員
会
の
結
果
を

　
　
　
精
査
し
て
い
く

魚網エリアの確保が困難

増える耕作放棄地

【
豊
】 

海
の
観
光
拠
点
整
備

事
業
が
非
常
に
問
題
だ
と

考
え
る
。

　

令
和
5
年
一
般
会
計
基

金
も
約
6
億
円
取
り
崩

す
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、

令
和
6
年
度
予
算
も
予
算

要
求
の
段
階
で
18
億
円
足

り
な
い
と
聞
き
取
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー

ケ
ー
ブ
ル
更
新
10
～
15
億

円
や
公
民
館
建
て
替
え
な

ど
あ
る
な
か
、
大
型
の
予

算
を
注
ぎ
込
む
の
は
危
険

で
は
な
い
か
。

　

今
回
の
事
業
規
模
の
想

定
は
。

【
町
長
】 

検
討
委
員
会
で

９
億
数
千
万
円
と
あ
が
っ

て
い
る
が
、
お
魚
セ
ン
タ
ー

建
て
替
え
だ
け
で
あ
れ
ば
、

約
１
億
か
ら
３
億
円
の
予

算
も
考
え
ら
れ
る
。

【
豊
】 

検
討
委
員
会
で
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
導
入
も
む
ず
か

し
く
、
魚
網
の
た
め
ス
ペ
ー

ス
が
取
れ
な
い
と
協
議
さ

れ
、
道
の
駅
と
ほ
ぼ
変
わ

ら
な
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　

当
初
の
想
定
か
ら
見
直

し
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】 

検
討
委
員
会
で
出

た
結
果
を
精
査
し
て
い
く
。

【
豊
】 

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

コ
ー
ス
も
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ

イ
フ
事
業
の
最
初
の
事
業

だ
っ
た
が
う
ま
く
い
っ
て
な

い
の
で
は
。

【
町
長
】 

そ
れ
を
主
要
な
事

業
と
し
て
は
や
っ
て
い
な
い
。

豊豊
ゆたかゆたか

　　哲哲
てつてつ

也也
やや

 議員 議員

中
山
間
地
の

　
農
業
支
援
は

町長

支
援
が
で
き
る
よ
う
に

　
検
討
し
て
い
き
た
い

【
池
田
】 

兼
業
農
家
や
自
家

用
米
の
み
を
作
っ
て
い
る

農
家
へ
の
支
援
は
。

【
町
長
】 

機
械
や
施
設
な
ど

の
整
備
支
援
は
、
認
定
農

業
者
・
認
定
新
規
就
農
者

な
ど
に
限
ら
れ
て
い
る
。

【
池
田
】 

維
持
管
理
が
困
難

な
農
地
の
支
援
を
行
わ
な

い
か
。

【
町
長
】 

中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
、
多
面
的
機

能
支
払
い
交
付
金
制
度
を

活
用
し
、
維
持
管
理
が
困

難
な
農
地
は
担
い
手
を
探

す
よ
う
調
整
し
て
い
く
。

【
池
田
】 

そ
れ
ぞ
れ
の
制
度

へ
の
取
り
組
み
割
合
は
。

【
町
長
】 

中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
は
40
％
、
多

面
的
機
能
支
払
い
交
付
金

制
度
は
47
％
で
あ
る
。

【
池
田
】 

そ
れ
ぞ
れ
半
数
近

く
が
制
度
を
活
用
で
き
て

い
な
い
。
調
整
だ
け
で
は

状
況
は
変
わ
ら
な
い
。
国

の
制
度
に
頼
る
だ
け
で
な

く
、
町
と
し
て
も
動
か
な

い
か
。

【
町
長
】 

農
林
水
産
課
に
相

談
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
き

池池
いけいけ

田田
だだ

幸幸
ゆきゆき

恵恵
ええ

 議員 議員

め
細
か
な
対
応
を
し
て
い

き
た
い
。

　

今
の
支
援
制
度
で
は
十

分
で
な
く
、
課
題
も
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
何
ら

か
の
支
援
策
が
で
き
な
い

か
、
ほ
か
の
自
治
体
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

  

こ
の
ほ
か
、
敬
老
事

業
が
簡
素
化
さ
れ
る
中

で
、
町
全
体
で
行
う
敬

老
会
の
実
施
を
求
め
た
。

「
参
加
率
が
低
く
な
る
」

「
交
通
手
段
の
課
題
が

あ
る
」「
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
お
祝
い
会
が

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」

と
い
う
答
弁
で
あ
っ
た
。
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動画はQRコードからどうぞ

学
校
な
ど
の
草
や

　
枝
木
の
管
理
は
十
分
か

教育長

安
全
な
管
理
を

　
　
　
行
い
た
い

倒木が事故につながることも

【
西
本
】 

学
校
な
ど
の
草
刈

り
や
枝
木
の
管
理
状
況
は

誰
が
行
っ
て
い
る
か
。

【
教
育
長
】 

教
職
員
や
委
託

事
業
者
に
よ
る
作
業
の
ほ

か
、
P
T
A
や
保
護
者
会

の
協
力
を
得
な
が
ら
対
応

し
て
い
る
。

【
西
本
】 

１
人
の
保
護
者

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
年
間

１
２
０
時
間
程
度
草
刈
り

を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
で

学
校
の
維
持
管
理
が
成
り

立
っ
て
い
る
の
は
異
様
と

感
じ
る
が
、
こ
れ
は
通
常

の
こ
と
な
の
か
。

【
教
育
長
】 

普
通
に
は
あ
り

え
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
だ
め
だ

と
思
う
の
で
、
教
育
委
員

会
と
し
て
も
で
き
る
こ
と

を
や
っ
て
い
き
た
い
。

【
西
本
】 

先
生
た
ち
の
負

担
軽
減
と
と
も
に
、
本
来

の
仕
事
で
あ
る
子
ど
も
と

向
き
合
う
こ
と
に
時
間
を

使
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

誰
が
主
体
と
な
っ
て
管

理
す
る
か
検
討
し
な
い
か
。

【
教
育
長
】 

安
全
管
理
を
し

て
い
く
。

西西
にしにし

本本
もともと

憲憲
のりのり

人人
とと

 議員 議員

　

そ
の
ほ
か
、
イ
マ
ー

ジ
ョ
ン
教
育
（
英
語
漬
け

教
育
）
を
本
町
で
も
取

り
入
れ
な
い
か
と
質
問

し
た
。

　

す
で
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の

先
生
の
各
校
配
置
な
ど
、

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り

入
れ
て
い
る
と
答
弁
で

あ
っ
た
。

食
の
魅
力
、

　
農
村
集
落
や
港
を
守
れ

町長

一
次
産
業
の

　
環
境
整
備
は
必
要

豊かな田園風景を次世代に

【
近
藤
】 

20
年
後
の
大
山
町

を
ど
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
る
か
。

【
町
長
】 

人
口
減
少
は
進
む

だ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
合
わ

せ
た
対
策
を
進
め
る
こ
と

で
、
満
足
度
の
高
い
暮
ら

し
を
実
現
し
て
い
る
と
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

【
近
藤
】 

本
町
は
食
の
魅
力

が
豊
か
で
あ
る
。
大
山
の

観
光
に
、
飲
食
の
付
加
価

値
を
し
っ
か
り
乗
せ
て
い

く
こ
と
が
地
域
振
興
、
若

者
定
住
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

そ
う
い
っ
た
視
点
で
施

策
を
展
開
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

【
町
長
】 

そ
の
よ
う
な
施
策

は
大
事
だ
と
思
う
。

【
近
藤
】 

食
の
魅
力
を
守
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
農
村

集
落
で
あ
っ
た
り
、
海
に

あ
っ
て
は
、
港
を
し
っ
か
り

と
守
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】 

一
次
産
業
を
中
心

と
し
た
産
業
を
守
り
、
育

て
て
い
く
た
め
の
環
境
整

備
は
必
要
と
思
っ
て
い
る
。

近近
こんこん

藤藤
どうどう

大大
だいだい

介介
すけすけ

 議員 議員

　

こ
の
ほ
か
、
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て
い
る

公
民
館
の
こ
と
や
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
教
育
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
公
民
館

活
動
に
は
、
地
域
課
題

の
解
決
に
向
け
た
活
動

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、「
認
知
症

家
庭
へ
の
実
態
に
も
と

づ
く
支
援
を
」
と
し
て
、

世
帯
分
離
や
窓
口
対
応

に
つ
い
て
と
、「
新
規
起

業
者
の
育
成
施
策
は
」

と
し
て
、
新
規
起
業
時

以
外
の
支
援
や
町
工
事

の
分
離
発
注
な
ど
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

政
府
の
総
合
経
済

　
対
策
へ
の
対
応
を
早
く

地
域
活
性
化
策
で

　
　
町
に
賑
わ
い
を

町長

町長

な
る
べ
く
早
く
し
た
い

地
域
で
循
環
で
き
る

　
施
策
を
考
え
て
い
る

5月に新たな応援券

空家活用は地域の希望

【
門
脇
】 

政
府
の
総
合
経
済

対
策
に
つ
い
て
の
賛
否
は

い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
低
所

得
者
に
と
っ
て
は
朗
報
で

あ
る
。

　

特
に
、
物
価
高
対
策
の

た
め
の
重
点
支
援
交
付
金

１
世
帯
当
た
り
７
万
円
の

追
加
支
援
に
加
え
て
、
町

独
自
の
事
業
を
含
め
、
交

付
金
の
対
象
と
な
る
事
業

メ
ニ
ュ
ー
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
可

能
な
限
り
速
や
か
に
実
施

す
る
こ
と
が
最
も
有
効
で

あ
り
、
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
事
業
を

い
つ
、
ど
の
よ
う
に
実
施

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】 

重
点
支
援
地
方
交

付
金
に
つ
い
て
は
、
国
か

【
岡
田
】 

少
子
高
齢
化
の
急

激
な
進
展
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
変
化
に
よ
る
消
費

者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
、
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
商
品
購
入
の

増
加
、
大
型
店
舗
の
出
店

な
ど
中
小
事
業
者
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化

し
、
経
営
は
大
変
厳
し
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
昨
今
の
燃
料

や
原
材
料
そ
し
て
電
気
料

金
の
高
騰
な
ど
の
影
響
も

あ
り
、
状
況
は
さ
ら
に
悪

化
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

中
小
事
業
者
が
元
気
に
な

ら
な
け
れ
ば
、
町
の
活
気

も
失
わ
れ
て
し
ま
う
。

　

中
小
事
業
者
振
興
策
と

し
て
、
再
々
度
の
町
内
限

ら
限
度
額
の
通
知
が
あ
っ

た
が
、
額
が
分
か
る
ま
で

対
応
の
詳
細
が
詰
め
切
れ

な
か
っ
た
。

　

応
援
券
は
、
令
和
6
年

5
月
ぐ
ら
い
と
思
う
が
、 

な
る
べ
く
早
く
準
備
を
し

て
い
き
た
い
。

定
の
商
品
券
発
行
に
よ
る

消
費
喚
起
は
ど
う
か
。　

【
町
長
】 

買
い
控
え
が
起
き

て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。

　

町
民
の
需
要
を
喚
起
し
、

地
域
で
循
環
で
き
る
施
策

を
検
討
し
て
い
る
。

【
岡
田
】 

起
業
支
援
金
や
事

業
後
継
助
成
金
な
ど
の
拡
充

（
農
業
な
ど
も
含
む
）
は

ど
う
か
。

【
町
長
】 

空
き
施
設
を
活
用

し
た
創
業
に
対
す
る
支
援

を
行
っ
て
い
る
が
、
年
々

増
加
傾
向
の
た
め
、
新
規

起
業
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
な
が
ら
支
援
の
在
り
方

を
検
討
す
る
。

門門
かどかど

脇脇
わきわき

輝輝
てるてる

明明
あきあき

 議員 議員

岡岡
おかおか

田田
だだ

　　 聰聰
さとしさとし

 議員 議員
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動画はQRコードからどうぞ

水
路
改
修
に

　
さ
ら
な
る
助
成
を

町長

持
続
可
能
な

　
対
策
を
考
え
る

農道や水路の改修は待ったなし

【
大
原
】 

３
年
前
の
、
自
走

式
草
刈
り
機
の
助
成
事
業

を
対
象
者
や
機
種
を
増
や

し
て
再
度
行
わ
な
い
か
。

【
町
長
】 

農
業
者
の
声
を
聞

き
な
が
ら
、
必
要
な
対
策

と
し
て
ま
た
検
討
す
る
。

【
大
原
】 

水
路
改
修
な
ど

に
活
用
す
る
、
し
っ
か
り

守
る
交
付
金
事
業
の
地
元

負
担
２
割
の
拠
出
が
、
少

な
く
な
っ
て
き
た
農
家
の

受
益
者
だ
け
で
は
苦
し
く

な
っ
て
い
る
。

　

単
町
助
成
で
負
担
を
減

ら
せ
な
い
か
。

【
町
長
】 
イ
ン
フ
ラ
の
修
繕

も
今
後
増
え
る
と
思
う
。

　

状
況
を
見
な
が
ら
、
持

続
可
能
な
形
で
支
援
策
な

ど
を
考
え
て
い
き
た
い
。

【
大
原
】 

猛
暑
や
資
材
高

騰
の
影
響
が
出
て
い
る
が
、

米
価
下
落
対
策
や
肥
料
高

騰
対
策
な
ど
は
継
続
で
き

な
い
か
。

【
町
長
】 

さ
ま
ざ
ま
な
声
を

国
や
県
に
あ
げ
て
い
る
が
、

町
単
独
支
援
は
む
ず
か
し

い
。

【
大
原
】 

集
落
戦
略
計
画
策

定
の
会
合
予
定
は
。

【
町
長
】 

策
定
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
１
月
中
に
回
収
し
、

４
月
に
は
現
況
地
図
を
完

成
さ
せ
る
。

　

そ
れ
を
持
っ
て
、
夏
か

ら
秋
に
か
け
て
、
地
域
や

集
落
を
回
っ
て
い
く
予
定

と
し
て
い
る
。

大大
おおおお

原原
はらはら

広広
ひろひろ

巳巳
みみ

 議員 議員

ブ
ラ
ン
ド
店
誘
致
で

　
地
域
は
発
展
す
る
か

町長

間
接
的
な

　
経
済
波
及
効
果
が
大
き
い

いま向き合うべき課題は

【
小
谷
】 

大
山
寺
エ
リ
ア

に
３
億
円
の
税
金
を
投
じ

て
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン
ド

シ
ョ
ッ
プ
を
誘
致
す
る
た

め
の
建
物
を
つ
く
る
。
建

物
の
維
持
費
・
管
理
費

は
、
町
が
ず
っ
と
負
担
す

る
。
こ
の
手
法
は
、
や
り

過
ぎ
で
は
な
い
か
。

　

建
物
の
建
設
は
民
間
に

任
せ
、
更
地
の
状
態
で
事

業
者
を
公
募
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

【
町
長
】 

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

調
査
を
行
い
、
民
間
事
業

者
２
社
か
ら
進
出
お
よ
び

活
用
に
関
す
る
意
向
を
聞

取
っ
た
結
果
、
町
が
建
物

を
建
設
す
る
必
要
が
あ
る

と
判
断
し
た
。

【
小
谷
】 

こ
の
事
業
が
ど

れ
ほ
ど
地
域
経
済
の
発
展

に
つ
な
が
る
の
か
疑
問
だ
。

ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ョ
ッ
プ
は
都

市
部
か
ら
商
品
を
仕
入
れ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
売

上
の
大
部
分
は
地
域
外
に

流
出
す
る
。
仮
に
店
舗
が

賑
わ
っ
て
も
、
地
域
は
豊

か
に
な
ら
な
い
。

【
町
長
】 

誘
致
企
業
と
連
携

し
て
、
誘
客
に
向
け
た
メ

ニ
ュ
ー
や
ア
イ
テ
ム
も
つ
く

り
た
い
。
間
接
的
な
経
済

波
及
効
果
は
大
き
い
。

【
小
谷
】 

思
い
つ
き
の
施
策

で
は
な
く
、
大
山
観
光
の

課
題
に
も
っ
と
真
剣
に
向

き
合
っ
て
ほ
し
い
。

【
町
長
】 

今
後
も
引
き
続
き

検
討
し
て
い
く
。

小小
ここ

谷谷
だにだに

英英
えいえい

介介
すけすけ

 議員 議員

水
道
料
金
値
上
げ
は

　
　
避
け
ら
れ
な
い
か

町長

独
立
採
算
制
が

　
　
原
則
で
あ
る

４月から料金値上げ

【
大
森
】 

10
月
の
水
道
料

金
審
議
会
の
答
申
を
経
て
、

４
月
か
ら
水
道
料
金
を
平

均
13
％
値
上
げ
す
る
条
例

案
が
提
案
さ
れ
た
。

　

今
な
ぜ
料
金
を
上
げ
る

必
要
が
あ
る
の
か
。

【
町
長
】 

人
口
減
少
な
ど
で

使
用
水
量
が
減
り
料
金
収

入
が
減
少
し
て
い
る
。

　

水
道
施
設
の
老
朽
化
で

改
修
費
用
も
増
加
し
、
令

和
6
年
度
に
経
常
経
費
が

赤
字
に
な
る
た
め
で
あ
る
。

【
大
森
】 

収
入
は
増
え
な
い

の
に
、
物
価
高
騰
な
ど
で

家
計
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る

中
で
の
公
共
料
金
の
値
上

げ
で
あ
る
。

　

値
上
げ
を
避
け
る
た
め

に
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
を
し
た
ら
ど
う
か
。

【
町
長
】 

水
道
会
計
は
独

立
採
算
制
が
原
則
の
た
め
、

料
金
収
入
で
ま
か
な
う
。

【
大
森
】 

拙せ
っ

速そ
く

で
町
民
に
周

知
さ
れ
て
な
い
が
。

【
町
長
】 

広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て
い
る
。

ほ
か
に
も
適
切
な
周
知
の

方
法
を
考
え
た
い
。

大大
おおおお

森森
もりもり

正正
しょうしょう

治治
じじ

 議員 議員

　

そ
の
ほ
か
、保
育
士（
特

に
会
計
年
度
任
用
職
員
）

の
待
遇
改
善
に
つ
い
て
質

問
し
、
保
育
士
の
多
忙
化

解
消
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
正
規
化
、
正
職
員
と

会
計
年
度
任
用
職
員
の

賃
金
の
格
差
解
消
に
つ
い

て
、
前
向
き
の
答
弁
を
得

た
。

思
い
つ
き
で
な
く
、

　
　
基
本
を
大
切
に

町長

内
部
で
十
分
に

　
協
議
し
て
進
め
て
い
く

気をつけよう登録期限切れ

【
野
口
】 

私
は
「
住
民
の
声

を
町
政
に
、
弱
者
対
策
」

を
ず
っ
と
信
条
に
し
て
き

た
。
町
長
は
、
住
民
の
声

を
ど
う
生
か
し
て
い
る
か
。

【
町
長
】 

町
長
へ
の
手
紙
や

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
町
民
の
声
を

聞
き
、
で
き
る
だ
け
施
策

に
反
映
し
て
い
る
。

【
野
口
】 

例
え
ば
、
役
場
の

組
織
変
更
の
方
針
に
つ
い

て
議
会
か
ら
質
問
を
し
て

も
、「
変
更
を
し
て
か
ら
議

論
を
し
て
い
く
」
と
言
わ

れ
た
。
町
長
の
思
い
つ
き

で
組
織
変
更
を
さ
れ
て
も

住
民
の
混
乱
を
招
く
。

　

基
本
的
な
こ
と
を
も
っ

と
練
っ
て
か
ら
提
案
し
て

ほ
し
い
。

【
町
長
】 
内
部
で
十
分
に
協

議
・
検
討
し
た
上
で
議
会

へ
提
案
を
し
て
い
く
。

【
野
口
】 

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の

登
録
期
限
切
れ
、
公
用
車

の
車
検
切
れ
、
保
険
料
の

誤
徴
収
な
ど
、
本
町
で
は

不
祥
事
が
続
い
て
い
る
が
、

住
民
へ
の
説
明
が
不
十
分

に
感
じ
る
。

野野
のの

口口
ぐちぐち

俊俊
としとし

明明
あきあき

 議員 議員

　

町
長
は
本
気
で
再
発
防

止
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

か
。

【
町
長
】 

再
発
防
止
策
と
し

て
、
仕
組
み
を
し
っ
か
り

確
立
し
な
が
ら
、
職
員
が

よ
り
一
層
気
を
引
締
め
て

業
務
に
当
た
っ
て
い
く
よ

う
、
し
っ
か
り
指
導
を
し

て
い
き
た
い
。
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　議会の雰囲気を感
じることができて、良
い経験になりました。
　用意されたスーツ
が大きかったけど、い
つかそれが似合う大
人になりたいです。

　大山町議会初の試み。15人
の議員が議場を飛び出してい
きました。
　おや、何かしている?と、足を
止めていただけていたら幸い
です。
　毎日を楽しく暮らしていくた
めに、議会は町民の一番近くに
あるべきもの。
　「対話する場」が広がること
で、各人の思いが繋がっていく
ことに期待したいと思います。

議会で文化祭に
出展しました！

　今回の取り組みは、普段議員と語る会に参加することが少ない子育

て世代の人たちが、子ども連れで気軽に立ち寄れるようにすることを

めざしました。

　文化祭の雰囲気を損なわないよう、いつもとは異なる服装で、楽しく

気軽な交流をはかるために、子どもの議会体験ブース、ポロシャツ、展

示などのアイデアをみんなで出し合い、それをもとに製作に取り組む

チャレンジでした。

議会事務局

関 真弓さん

　当初は、2日間でアンケート100枚の回収を目標として

いましたが、最終的には249枚の回答をえることができま

した。

　アンケートで議会だよりについて聞いたところ、高齢層

の多くは議会だよりを読んでおり、内容への評価も高い傾

向にある一方で、若年層はあまり読んでおらず、内容に対

しても普通や低い評価の傾向がありました。オンラインで

の議員との意見交換会については、特に20代から40代の

議会だよりの読者が高い関心を示していました。

妹尾  朋昌さん（中山小）

議員手作りの体験ブー
スでは、子ども達を中心

にカンペを読

みながら議員体験を楽
しんでもらいました。

恥ずかしがりながらも素
敵な笑顔の３姉妹です。

スーツ姿の集団で近づ
きにく

くならないように、自
分達で

ポロシャツを作成しまし
た。

今後について

　地域の人々やブースに足を運んでく

ださった方々から、励ましの声をたくさ

んいただきました。

　若い世代の声も聞くことができ、大

変貴重な機会となりました。引き続き、

幅広く町民の声をきけるよう、出向い

ていきたいと思います。

各地区の来場者
100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0
大山地区 名和地区 中山地区

94

62 64

パネル展示で
は「あなたは何

タイプ？」とい
う

議員適正フロ
ーチャートを作

成しました。

みなさんもチャ
レンジしてみて

ください。

仕組みを

考えるのが

得意だ

議会を

変えたい

まずは議会だよ

りを読んで、読

んだ感想をまわ

りの人に伝えて

みよう。

まちの

話題
「ブックコートをかけよう！」　大切な本をいつまでもきれいなままに…本の汚れや傷みを防ぐブックコートかけ

の体験会（要予約）。２月１８日（日）１０時から　会場：町立図書館本館（0858-49-3010）　

大山

トリビア
「大山（だいせん）という名前」　山の多くは「～サン」、「～ヤマ」と呼ばれ、「～セン」という山は全国で７０ほどし

かありません。多くは鳥取、島根、岡山北部に偏っていて、仏教伝来とも関係していると言われています。
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酪

農

経

営

を

つ

な

い

で

70

年

　
議
会
だ
よ
り
は
、
単
な
る

議
会
活
動
の
報
告
書
に
と

ど
ま
ら
な
い
も
の
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

　
議
会
の
議
論
を
分
か
り

や
す
く
伝
え
る
こ
と
で
、
家

庭
や
職
場
な
ど
で
、
町
民
が

町
の
未
来
に
つ
い
て
話
し

合
う
風
景
を
つ
く
る
こ
と

が
私
た
ち
の
目
標
で
す
。
ま

ち
全
体
が
議
場
と
な
る
よ

う
に
。

　
す
べ
て
の
世
代
が
町
政

に
参
加
で
き
る
よ
う
、
引
き

続
き
誌
面
の
工
夫
を
し
て

い
き
ま
す
。

（
小
谷
英
介
）

発
行
責
任
者

　
　
　議
長

　米
本

　隆
記

広
報
常
任
委
員
会

　委

員

長

　小
谷

　英
介

　副
委
員
長

　近
藤

　大
介

　
　
　委
員

　吉
原
美
智
恵

　
　
　委
員

　大
森

　正
治

　
　
　委
員

　大
原

　広
巳

　
　
　委
員

　池
田

　幸
恵

　
　
　委
員

　豊

　
　哲
也

　
　
　委
員

　西
本

　憲
人

　
香
川
県
か
ら
満
蒙
開
拓
に
赴
い
て
い
た
人
た
ち
が
、
戦
後
、
１
９
４
６
年
に
引
き
揚
げ
た
新
天

地
は
大
山
原
野
で
し
た
。
現
在
の
香
取
村
で
す
。
標
高
５
０
０
ｍ
の
厳
し
い
自
然
環
境
の
中
で
開
拓

者
魂
を
燃
や
し
続
け
て
活
路
を
見
い
だ
し
た
の
が
酪
農
で
し
た
。
入
植
当
時
の
戸
数
は
時
代
と
と

も
に
減
少
し
、
20
年
前
に
20
戸
ほ
ど
あ
っ
た
酪
農
家
は
、
今
や
６
戸
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
の
一
つ
、
森
田
牧
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
酪
農
経
営
の
厳
し
さ
を
想
像
し
て
訪
問
し
た
が
、

森
田
夫
妻
は
、
明
る
く
前
向
き
に
酪
農
を
営
ん
で

お
ら
れ
た
。
た
だ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
実
施
さ
れ
、
外
国
か

ら
乳
製
品
が
入
っ
て
き
た
と
き
の
影
響
を
心
配
さ

れ
て
い
た
。

　
議
会
人
と
し
て
今
後
の
農
政
や
農
業
の
課
題
に

真
摯
に
向
か
い
合
う
必
要
性
を
痛
感
し
た
。

取
材
を
終
え
て

経
営
の
状
況
は

　
飼
育
す
る
乳
牛
は
３
０
０
頭
、
う
ち
１
６
０
頭
が

搾
乳
牛
で
す
。

　
一
日
の
搾
乳
量
は
、４
６
０
０
㍑
。
夕
方
と
朝
に
搾

乳
し
た
牛
乳
は
、
タ
ン
ク
車
で
琴
浦
町
の
大
山
乳
業

へ
運
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

特
徴
的
な
工
夫
は
あ
り
ま
す
か

　
酪
農
技
術
も
進
歩
し
て
い
ま
す
。
雌
雄
の
判
別
精

液
を
使
っ
て
受
精
さ
せ
ま
す
。

　
出
産
後
の
子
牛
を
ゲ
ノ
ム
解
析
し
、
優
れ
た
牛
は

残
す
が
、
劣
る
牛
は
肉
牛
と
し
て
売
り
出
し
ま
す
。

仕
事
の
内
容
は

　
搾
乳
作
業
は
、
朝
夕
と
も
午
前
・
午
後
４
時
半
〜

８
時
ま
で
や
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
の
仕
事
は
餌
や
り
や
糞
尿
の
始
末
、
40

㌶
の
牧
草
地
へ
の
堆
肥
ま
き
、
そ
し
て
、
毎
日
の
よ
う

に
あ
る
乳
牛
の
出
産
の
世
話
を
し
ま
す
。

酪
農
に
か
け
る
思
い
や

　展
望
を
き
か
せ
て
く
だ
さ
い

　
酪
農
は
、
思
い
通
り
に
い
か
な
い
点
が
や
り
が
い

で
あ
り
、
お
も
し
ろ
く
、
奥
が
深
い
で
す
。

　
今
後
、
牛
の
改
良
と
か
生
産
コ
ス
ト
を
下
げ
る
経

営
、〝
牛
群
〞
を
作
っ
て
効
率
的
な
飼
育
を
め
ざ
し
た

い
で
す
。行

政
に
要
望
し
た
い
こ
と
は

　
餌
は
７
割
が
輸
入
飼
料
な
の
で
、
飼
料
が
高
騰
し

て
た
い
へ
ん
な
時
に
県
や
町
か
ら
の
補
助
金
が
あ
り

助
か
り
ま
し
た
。
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

酪農を経営するのは

森田牧場３代目の森

田雄一さんとかすみ

さん夫妻。従業員は

日本人の２人に加え

て、フィリピンとミャン

マーからの技能実習

生の２人。

ま
ん
も
う


